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次
頁
へ 

第
５
２
回
定
期
総
会
は
出

席
者
３
２
名
（
内
代
議
員 

１
４
名
／
１
７
名
中
）
の

参
加
の
も
と
、
館
山
被
爆

者
同
友
会
の
古
畑
さ
ん
の

司
会
進
行
で
、
原
爆
犠
牲

者
へ
の
追
悼
の
黙
祷
で
始

ま
り
ま
し
た
。 

続
い
て
児
玉
会
長
は
挨
拶

の
中
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
核
兵

器
使
用
の
脅
し
に
触
れ
、

核
兵
器
の
使
用
は
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
戦
争
と
核
兵

器
に
反
対
す
る
大
切
な
時

だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
が
終

息
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
来

賓

の

皆

様

に

は

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

３
６
通
頂
戴
し
ま
し
た
。

船
橋
市
の
会
・
眞
下
さ
ん

よ

り
、
日

本

被

団

協

の

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
た
方

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

議
事
と
し
て
は
、
令

和
３
年
度
の
活
動
報

告
、
決
算
報
告
、
委
託

事
業
報
告
が
な
さ
れ
、

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

会
員
の
減
少
に
よ
っ

て
予
算
が
苦
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
各
保

健
所
の
被
爆
者
健
診
が

半
数
以
下
と
な
る
な

ど
、
被
爆
者
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
現
状
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

続
い
て
令
和
４
年
度

の
活
動
方
針
、
予
算
、

役
員
人
事
の
各
案
件
が

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
活

動
方
針
は
従
来
通
り

「
核

兵

器

廃

絶
」
と

「
被
爆
者
相
互
交
流
」

を
目
的
と
し
て
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
、
行
事

と
し
て
は
従
来
か
ら
の

「
慰
霊
式
典
」
な
ど
に

加
え
、
「
研
修
会
」
の

復
活
と
勝
浦
市
で
の

「
原
爆
の
図
の
展
示
」

が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
と
し
て
は
千

葉
県
か
ら
の
補
助
金
が

「
証
言
活
動
」
に
対
し

て
８
７
、
０
０
０
円
追

加
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
人

事
で
は
青
木
事
務
局
長

が
事
務
局
に
は
留
ま
る

も
の
の
、
事
務
局
長
を

退
任
す
る
事
が
承
認
さ

れ
、
「
事
務
局
長
職
」

は
当
面
の
間
役
員
全
員

で
そ
の
任
に
当
た
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 ３

月
末
に
流
山
市
の

会
が
解
散
す
る
な
ど
被

爆
者
会
員
の
減
少
が
続

い
て
お
り
、
二
世
会
員

な
ど
の
入
会
を
勧
誘
す

る
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
原
爆
を
許

す

ま

じ
」
の

朗

読

を

も
っ
て
閉
会
し
ま
し

た
。 

記 

青
木
幸
雄 

 

千 葉 県 原 爆 被 爆 者  

 友 愛 会  
ニュース  

第
五
十
ニ
回
定
期
総
会
の
報
告 

日

時
： 

令
和
４
年
５
月
２
６
日 

午
後
１
時
３
０
分
開
会 

場

所
： 

千
葉
市
民
会
館 

特
別
会
議
室
２ 

議

長
： 

宇
田
川
太
江
子
氏 

副
議
長
： 

荒
木
忠
直
氏  

 

千
葉
県
原
爆
被
爆
者

友
愛
会
第
５
２
回
定
期

総
会
の
ご
盛
会
を
祝

し
、
お
集
り
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
連
帯
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

広
島
・
長
崎
の
被
爆

か
ら
７
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
１
９
４
５
年

８
月
６
日
と
９
日
、
米

軍
が
人
類
史
上
初
め
て

実
戦
使
用
し
た
核
兵
器

に
よ
る
“
地
獄
”
を
体

験
さ
せ
ら
れ
た
私
た
ち

は
、
無
差
別
に
む
ご
い

死
を
強
い
ら
れ
た
多
く

の
人
々
の
無
念
を
胸
に

刻
み
、
そ
の
後
も
訪
れ

る
被
爆
者
の
死
に
直
面

し
な
が
ら
、
自
ら
の
体

と
心
に
負
わ
さ
れ
た
傷

と
絶
え
ず
向
き
合
い
、

生
き
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
原
爆
被
害

は
受
忍
で
き
な
い
と
、

原
爆
被
害
へ
の
国
の
責

任
を
追
及
す
る
と
と
も

に
、
核
兵
器
に
よ
る
犠

牲
者
が
二
度
と
生
ま
れ

な
い
こ
と
を
強
く
願
っ

て
、
運
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。 

 

私
た
ち
被
爆
者
と
、

平
和
を
願
う
多
く
の

人
々
の
声
が
世
界
を
動

か
し
、
核
兵
器
禁
止
条

約
が
成
立
、
発
効
し
ま

し
た
。
核
兵
器
を
禁
止

す
る
国
際
法
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
喜
び

で
す
。
し
か
し
、
核
保

有
国
は
核
兵
器
禁
止
条

約
に
背
を
向
け
、
米
国

の
「
核
の
傘
」
に
頼
る

日
本
政
府
も
同
様
の
態

度
で
す
。
「
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
」
を
自
称
す

る
日
本
政
府
の
こ
の
姿

勢
は
、
原
爆
被
害
へ
の

国
家
補
償
を
頑
な
に
拒

み
続
け
て
い
る
こ
と
と

合
わ
せ
、
許
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
核
兵
器
に
よ

る
威
嚇
を
も
っ
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
を
進

め
る
ロ
シ
ア
の
暴
挙
に

は
、
悲
し
み
と
怒
り
を

も
っ
て
強
く
抗
議
し
、

一
日
も
早
い
戦
争
収
束

を
望
み
ま
す
。 

 

原
爆
と
同
じ
核
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
原

発
も
、
国
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

今
、
私
た
ち
の
被
爆
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前
頁
か
ら 

一 

田
嶋
要 

森
英
介 

［
参
議
院
議
員
］ 

猪
口
邦
子 

石
井
準
一 

元
榮
太
一
郎 

［
政
党
関
連
］ 

公
明
党
千
葉
本
部
・
原

爆
被
害
者
対
策
委
員
会

委
員
長
（
千
葉
県
議
会

議
員
）
・
赤
間
正
明 

新
社
会
党
千
葉
県
本
部

委
員
長
・
宮
川
敏
一 

立
憲
民
主
党
千
葉
県
総

支
部
連
合
会
代
表
・
長

浜
博
行 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千

葉
県
共
同
代
表
・
伊
藤

と
し
子
・
岩
崎
明
子 

日
本
共
産
党
千
葉
県
委

員
会
・
小
倉
忠
平 

［
団
体
］ 

千
葉
県
労
働
組
合
連
合

会
議
長
・
本
原
康
雄 

自
治
労
千
葉
県
本
部
中

央
執
行
委
員
長
・
竹
内

敏
昭 

千
葉
県
健
康
友
の
会
連

合
会
会
長
・
秋
元
稔 

千
葉
県
保
険
医
協
会
会

長
・
岡
野
久 

千
葉
県
生
活
協
同
組
合

連
合
会
会
長
理
事
・
首

藤
恵
理
子 

千
葉
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
会
長
・
宮
原
重

佳 千
葉
県
う
た
ご
え
協
議

会
・
塙
治
子 

千
葉
県
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
連
合
委
員
会 

原
水
爆
禁
止
千
葉
県
協

議
会 

松
戸
平
和
委
員
会 

新
日
本
婦
人
の
会
千
葉

県
本
部
会
長
・
松
田
ま

つ
え 

千
葉
県
子
ど
も
の
た
め

の
舞
台
芸
術
関
係
者
に

よ
る
核
兵
器
廃
絶
を
実

現
す
る
会
代
表
・
藤
下

久
子 

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す

千
葉
の
会
・
布
施
貴
良 

神
奈
川
県
原
爆
被
災
者

の
会
会
長
・
丸
山
進 

山
梨
県
原
水
爆
被
爆
者

の
会
会
長
・
日
向
偉
夫 

日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会 

埼
玉
県
原
爆
被
害
者
協

議
会
会
長
・
原
明
範 

者
の
声
と
運
動
が
、
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

核
兵
器
も
戦
争
も
な

い
平
和
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
、
私
た
ち
は

１
日
で
も
長
く
生
き
て

被
爆
の
実
相
を
語
り
、

世
界
に
む
け
て
強
く
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。 

 

皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご

活
動
に
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
本
日
の
総
会
が
実

り
あ
る
も
の
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
期
待

し
ま
す
。 

２
０
２
２
年
５
月
２
６

日 

日
本
原
水
爆
被
害
者 

団
体
協
議
会 

 

多
く
の
団
体
・
個
人

様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
紙
面

の
都
合
上
こ
こ
に
ご
芳

名
の
み
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
敬
称
略 

［
衆
議
院
議
員
］ 

渡
辺
弘
道 

薗
浦
健
太

郎 

櫻
田
義
孝 

谷
田

川
元 

角
田
秀
穂 

野

田

佳

彦 

志

位

和

夫 

本
庄
さ
と
し 

松
野
博

活
動
報
告 

活
動
方
針 

 

今
般
の
第
５
２
回

友
愛
会
定
期
総
会
で

以
下
の
内
容
の
活
動

報
告
／
活
動
方
針
が

承
認
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 

 

【
令
和
３
年
度
活
動

報
告
】 

「
慰
霊
式
典
」
や
県
庁

で
の
「
平
和
の
た
め
の

原
爆
展
」
他
、
ほ
ぼ
予

定
の
行
事
を
実
施
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
友
愛
会
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
な
ど
被
爆
者
間
の

情
報
を
取
り
持
つ
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

５
年
間
活
動
を
続
け

た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
」
は
「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
発
効
し
た

こ

と

か

ら
、
新

た

に

「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批

准
を
求
め
る
千
葉
の

会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
千
葉
そ
ご
う
前
で

第
１
回
署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
日
本
被
団

協
と
し
て
第
一
次
署
名

６
５
万
７
千
筆
が
政
府

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
被
爆
の
語
り
伝

え
」
で
は
被
爆
者
が
高

齢
化
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
二
世
や
支
援

者
に
よ
る
紙
芝
居
や
朗

読
な
ど
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
も
含
め
１
０
６

会
場
で
７
０
０
０
人
を

超
え
る
方
々
に
語
り
を

行
い
ま
し
た
。 

 

被
爆
者
に
寄
り
そ
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
相
談
事

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
保
健

所
健
診
は
半
減
し
ま
し
た

が
、
事
務
所
・
個
人
宅
で

の
相
談
が
増
え
１
３
８
件

に
上
り
ま
し
た
。
内
容
と

し
て
介
護
保
健
制
度
へ
の

増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
令
和
４
年
度
活
動

方
針
】 

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
活

動 一
：
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
発
効
し
て
１
年
、

批
准
国
は
６
０
ヶ
国
を
超

え
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

平
和
と
核
を
巡
る
状
況
は

一
段
と
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本

政
府
に
対
し
核
兵
器
廃
絶

へ
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を

求
め
、
署
名
活
動
を
続
け

て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
被

爆
者
運
動
の
原
点
と
し
て

「
被
爆
体
験
の
語
り
」
を

学
校
や
地
域
に
出
向
き
伝

え
て
行
き
ま
す
。
「
慰
霊

式
典
」
や
「
平
和
の
た
め

の
原
爆
展
」
を
実
施
し
ま

す
。 

二
：
相
談
事
業
の
充
実 

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
勉
強
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
「
ま
き
の

木
」
や
「
相
談
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
、

相
談
活
動
に
対
応
し
て

行
き
ま
す
。 

三
：
被
爆
者
運
動
の
継

承 日
本
被
団
協
が
被
爆
者

団
体
の
要
で
あ
り
、
機

関
誌
「
被
団
協
」
の
購

読
や
維
持
活
動
募
金
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
黒
い
雨
被

爆
者
の
認
定
や
介
護
問

題
な
ど
の
要
望
を
国
・

厚
労
省
に
要
請
し
て
行

き
ま
す
。 

四
：
会
員
相
互
支
援
と

共

同

の

活

動 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年

度
予
定
し
た
「
友
愛
会

５
０
周
年
を
祝
う
会
」

は
延
期
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
開
催
し

ま
す
。
会
員
間
の
交
流

源

と

し

て
「
友

愛

会

ニ
ュ
ー
ス
」
は
年
４
回

発

行

し

ま

す
。
ま

た

「
研
修
会
」
の
復
活
開

催
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。 

記 

青
木
幸
雄 
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「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

は
、
昨
年
一
月
批
准
国
数
が

５
０
ヶ
国
を
超
え
発
効
さ
れ

ま
し
た
。
と
こ
と
が
、
肝
心

の
「
唯
一
の
被
爆
国
」
で
あ

る
日
本
国
は
、
批
准
も
署
名

も
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
今
、
『
求
め
る

千
葉
の
会
』
と
し
て
、
署
名

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 

３
年
続
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
」
の
影
響
で
思
う
よ
う
に

は
進
ん
で
い
な
い
中
、
５
月

末
現
在
、
千
葉
県
原
爆
被
爆

者
友
愛
会
へ
３
、
９
８
０
筆

の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

今
回
は
、
千
葉
県
全
体
の

集
約
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
報
告
い
た
し
ま

す
。 

 

あ
な
た
の
署
名
を
完
全
に

生
か
す
た
め
に
は
お
一
人
お

一
人
が
自
筆
署
名
す
る
こ
と

が
原
則
で
す
。
コ
ピ
ー
や

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
住
所
や
ご

氏
名
に
“
同
上
”
や
“
〃
”

は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
自
筆
署
名
で
お
気
持
ち

 

「友愛会５０周年を祝う会」のご案内 
 

実行委員長・齋藤實 副実行委員長・宇田川太江子 
 

 友愛会は4月発行友愛会ニュースで「友愛会50周年を祝う会」を10月13日（木）に延期

決定のご案内を致しました。つきましては第5回実行委員会を6月16日に開催し、開催に向

けて、全ての準備を進めて参りましたので、下記の通りご報告いたします。 

 会員の皆様には一人でも多くのご参加をいただきますよう、お願いとご案内を申し上げ

ます。 

 なお、ご参加人数の確定とリストを8月19日（金）第6回実行委員会で確認をいたします

関係で、ご参加のご希望の方は FAXかメールにて、8月18日（木）までに、友愛会

事務局あてにお願い致します。 

 

記 
 

日時      令和4年10月13日（木）午後12時受付、 開宴12時30分～14時30分 

場所      京成ホテル ミラマーレ・最上階宴会場 （京成千葉中央駅直結） 

会費      一万円 （お祝い金として） 

＜実行委員会事務局連絡先＞  千葉県原爆被爆者友愛会 

          事務局 青木幸雄  TEL・FAX 043-253-7768 

      メールアドレス： jimukyokuate@meet.plala.or.jp  

は
反
映
さ
れ
ま
す
。 

 

署
名
に
関
し
て
、
用
紙
の

形
式
が
不
明
、
集
ま
っ
た
署

名
を
ど
う
す
る
等
の
質
問

は
、
左
記
へ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

が
便
利
で
、
ま
た
、
火
曜

日
、
金
曜
日
に
は
、
直
接
お

電
話
下
さ
い
、
当
番
が
対
応

し
ま
す
。 

記 

平
山
晃 

 

千
葉
県
原
爆
被
爆
者
友
愛
会 

〒
２
６
３-

０
０
２
１ 

千
葉
市
稲
毛
区
轟
町 

１-

４-
２
３ 

ラ
ハ
イ
ナ
ハ
ウ
スⅡ

号
棟 １

０
１
号
室 

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

０
４
３-

２
５
３-

７
７
６
８ 

『
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約 

の 

署
名
・
批
准
を
求
め
る
』 

 
 
 
  
 
  

署
名
活
動 

 
 
  

報
告  



千葉県原爆被爆者友愛会ニュース 令和4年7月1日 第１３５号 （４） 

第
４
４
回  

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
典 

 
第
４
４
回
千
葉
県
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
典
を 

開
催
し
ま
す
。 

・
日
時 
令
和
４
年
７
月
１
６
日 (

土) 

午
後
１
時
～
２
時
半
（
雨
天
決
行
） 

・
場
所 

千
葉
県
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル 

   

千
葉
県
に
所
縁
あ
る
原
子
爆
弾
被
爆
死
没
者
で

慰
霊
碑
に
合
祀
さ
れ
た
方
を
慰
霊
し
ま
す
。
無
宗

教
で
の
式
典
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お

待
ち
し
ま
す
。
ご
不
明
な
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

友
愛
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

◆
合
祀
登
録 

 

千
葉
県
に
所
縁
の
被

爆
者
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
は
合
祀
で
き

ま
す
。
何
年
も
前
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
て
い

て
も
希
望
さ
れ
れ
ば
合

祀
で
き
ま
す
。
合
祀
を

ご
希
望
の
ご
遺
族
の
方

は
、
友
愛
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
本

年
度
扱
い
の
締
め
切
り

は
７
月
８
日
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

以
降
の
申
し
込
み
は
来

年
度
扱
い
に
な
り
ま

す
。 

 

◆
慰
霊
碑
の
清
掃 

 

慰
霊
式
前
日
の
７
月

１
５
日
午
前
１
０
時
か

ら
、
亥
鼻
公
園
内
の
原

爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
の
清

掃

を

有

志

で

行

い

ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

参

加

を

お

待

ち

し

ま

す
。 

 

◆
折
鶴
献
納
の 

お
願
い 

 

慰
霊
式
典
を
飾
る
「
折

り
鶴
」
を
お
寄
せ
下
さ

い
。
友
愛
会
事
務
所
で
事

前
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
日
会
場
に
お
持
ち

下
さ
る
場
合
は
、
予
め
糸

通
し
を
し
て
束
ね
て
お
持

ち
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
原
爆
パ
ネ
ル
展
と
被
爆
の
証
言 

 

◇
実
施
時
期 

８
月
８
日(

月)

～
１
０
日(

水)

予
定 

 

◇
実
施
場
所 

千
葉
県
本
庁
舎
県
民
ホ
ー
ル 

及
び 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

◇
目 

的 
原
爆
被
害
パ
ネ
ル
展
示
と
被
爆
者
の
証
言
を
通
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る 

 

  

被
爆
７
７
年
の
今
年
は
、
パ
ネ
ル
展
示
に
関
し
て
は
二
種
の
特
別
展
示
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
は
丸
木
美
術
館
よ
り
お
借
り
し
た
丸
木
画
伯
ご
夫
妻
の

力
作
「
原
爆
の
図
」
数
点
、
そ
の
二
は
広
島
・
基
町
高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
被

爆
者
の
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
被
爆
の
実
相
を
絵
画
に
し
て
表
現
し
た
も
の
の
展
示

で
す
。
い
ず
れ
も
非
常
に
説
得
力
に
あ
ふ
れ
た
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
す
か

ら
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。 

友愛会ホームページ ご存知ですか 

未だ見たことない方は是非ご覧になって下さい。 

ホームページアドレス(URL)は、下記のとおりです。 

http://www5.plala.or.jp/yuaikai/ 
ＵＲＬ画面からご感想とご意見を是非お寄せください。 

ご一緒に友愛会ホームページをつくっていきましょう。 

夏休みのお知らせ！ 
友愛会事務所は以下の通り夏休みを取ら
せて頂きます。 

8月12日(金)～16日(火) 
ご用がある場合は、FAXまたは友愛会電
子メールをご利用下さい。留守電にも対
応します。 



千葉県原爆被爆者友愛会ニュース 令和4年7月1日 第１３５号 

 
一
筆
啓
上 

げ
で
直
接
的
な
被
爆
は
免

れ
ま
し
た
。
し
か
し
翌
々

日
の
８
日
に
は
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
百
名
近
く
の

寮
生
を
探
す
た
め
に
広
島

市
に
入
り
、
被
爆
し
ま
し

た
。 父

は
、
私
が
幼
い
頃
か

ら
、
原
爆
の
日
や
終
戦
記

念
日
な
ど
に
折
に
触
れ
、

自
分
の
体
験
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
記
憶
が
確
か

に
残
る
年
齢
で
あ
っ
た
こ

と
、
原
爆
に
よ
る
直
接
的

な
負
傷
は
な
く
、
捜
索
活

動
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

父
は
、
被
爆
直
後
の
広
島

の
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
よ

う
な
光
景
を
克
明
に
記
憶

し
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
私
の
成
長
に

合
わ
せ
て
、
徐
々
に
原
爆

が
も
た
ら
し
た
悲
惨
さ
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
の
被
爆
体
験
を

知
識
で
裏
付
け
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
か
、
第
二
次

世
界
大
戦
に
関
す
る
映
像

や
文
献
を
調
べ
、
被
爆
地

で
目
撃
し
た
米
軍
兵
が
誰

だ
っ
た
か
を
調
べ
た
り
も

し
て
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
父
は
、
浦
安
被

爆
者
つ
く
し
の
会
の
一
員

と
し
て
、
市
内
の
小
学
校

を
訪
問
し
、
語
り
部
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。 

１
９
４
５
・
昭
和
２
０

年
、
私
の
父
大
矢
龍
夫
は

広
島
の
高
校
の
一
年
生
で

し
た
。
広
島
市
郊
外
に

あ
っ
た
軍
需
工
場
の
寮
に

泊
ま
り
込
ん
で
、
半
日
授

業
、
半
日
工
場
勤
務
と
い

う
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。 ８

月
６
日
は
、
電
気
が

来
な
い
た
め
授
業
が
休
講

と
な
り
、
呉
市
の
実
家
に

帰
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か

父
は
、
三
つ
の
が
ん

を
患
い
、
昨
年
、
他
界

し
ま
し
た
。
亡
く
な
る

直
前
ま
で
、
玉
音
放
送

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
こ
と
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

父
に
と
っ
て
、
原
爆

は
一
瞬
に
し
て
人
生
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
っ

た
出
来
事
だ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
終
戦
直
後
は
、
な

ぜ
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
人

が
命
を
奪
わ
れ
、
苦
し

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
虚

し
さ
に
襲
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
後
は
、
自

分
の
体
験
を
次
の
世
代

に
伝
え
る
こ
と
を
使
命

の
よ
う
に
思
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
、
核
の
脅

威
が
危
険
な
水
準
に
達

し
て
い

る
現

在
、
父

が
生
き

て
い
た

ら
、
ど

の
よ
う

な
話
を

し
て
く

れ
た
だ

（５） 

大
矢
淳
子   

頂
き
ま
し
た
。
「
う
ま

く
読
も
う
と
思
わ
な

い
」
「
間
違
え
て
も
読

み
直
さ
な
い
」
「
読
み

込
ん
だ
上
で
自
分
の
解

釈
を
朗
読
に
込
め
る
」

こ
れ
ら
は
以
前
に
私
も

教
え
て
頂
い
た
事
で
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す

が
、
朗
読
の
時
に
心
掛

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。 

 

残
念
な
が
ら
、
予
定

し
て
い
た
枝
光
盛
樹
さ

ん
の
証
言
披
露
は
ご
本

人
の
事
情
で
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
岡
崎
さ

ん
か
ら
は
ま
た
時
間
を

取
っ
て
下
さ
る
と
の
お

申
し
出
が
あ
り
、
ぜ
ひ

そ
の
機
会
を
叶
え
た
い

と
思
い
ま
す
。 

記
・
岡
田
千
砂
子 

父
の
思
い
を

受
け
継
い
で 

 

６
月
１
７
日
、
千
葉

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
語

り
部
研
究
会(

語
り
部

研)

が
行
わ
れ
、
毎
日
新

聞
の
記
者
を
含
め
１
３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
俳
優
・
語

り
手
と
し
て
活
躍
、
ま

た
友
愛
会
で
も
慰
霊
式

典
の
司
会
や
朗
読
劇
の

指

導

等

で

お

世

話

に

な
っ
て
い
る
岡
崎
弥
保

さ
ん
に
、
絵
本
「
ひ
ろ

し
ま
の
ピ
カ
」
の
朗
読

を
披
露
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

岡
崎
さ
ん
の
声
は
、

目
を
閉
じ
て
い
て
も
そ

の
情
景
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
ま
す
。
み
い
ち
ゃ

ん

の
「
み

ず
・
・
・
み

ず
・
・
・
」
と

い

う

消

え
入
り
そ
う
な
声
は
頭

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
、
一
昨
年

亡
く
な
っ
た
岩
佐
幹

三
さ
ん
の
証
言
を
基

に
、
小
学
生
が
描
い

た
紙
芝
居
「
戦
い
は

ま
だ
終
わ
ら
な
い
」

を
友
愛
会
の
木
村
さ

ん
、
小
谷
さ
ん
が
披

露
し
、
岡
崎
さ
ん
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。 

父
が
他
界
し
た
後
、
私

は
浦
安
被
爆
者
つ
く
し

の
会
に
二
世
会
員
と
し

て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
被
爆
者
の

体
験
を
も
と
に
構
成
さ

れ
た
朗
読
劇
「
伝
え
た

い 

あ
の
日
の
こ
と

を
」
を
、
市
内
の
小
・

中
学
校
で
披
露
す
る
活

動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
父
の
遺
志
を
継
ぐ

思
い
で
、
一
言
ひ
と
こ

と
心
を
込
め
て
読
ん
で

い
ま
す
。 

微
力
な
が
ら
、
一
人
で

も
多
く
の
若
い
人
た
ち

に
、
原
爆
の
非
人
道
性

や
平
和
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
天
国
の
父
も
き
っ

と
、
私
の
活
動
を
喜
ん

で
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 
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編 

集 

後 

記 

ありがとうございました 

 寄付金をご恵贈戴きありがとうございました。友愛会は多
くの皆様に支えられていることに感謝申し上げます。 

 

                         （令和4年6月7日現在） 
◆100,000円 故大野悟 ◆10,000円 四街道市核兵器廃
絶平和都市宣言38周年「平和と文化のつどい」実行委員
会、荒木忠直、宇田川太江子、匿名 ◆8,000円 朝日奈
隆、花井透、武トモ子 ◆7,000円 松岡安子 ◆5,000円 
杉原朋子、熊谷典子、小谷孝子、児玉三智子、木村美子 
◆4,000円 須田裕見子 ◆3,000円 田村博子、重田忠
治、弓削崇、畠中富子、椎葉重盛、岩崎興三、清嶋勝、樋
口恵子、阿部浩生 ◆2,000円 菅原静江、池田順子、田
中悦子、岩本美津子、鈴木眞理、夏目侑子 ◆1,000円 
多田節子、木原ヨシ子、立石哲男、及川敬文、一刀シン
子、谷口昌子、白石芙美子、浦川明、山本末弘、坂村卓
司、有田俊雄 
◆「友愛会50周年を祝う会」へのご寄付として10,000円 
岡崎美保 

（敬称略） 

次
回
の
友
愛
会
ニ
ュ
ー
ス
は 

１
０
月
１
日
付
で
発
行
し
ま
す 

友愛会 
関連 
ＵＲＬ 

「
被
団
協
」
新
聞
（
毎
月
６
日
発
行
） 

 

定
期
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
「
お
名
前
（
又
は
団
体
名
）
・
ご
住
所
・
電

話
番
号
・
『
「
被
団
協
」
新
聞
を
〇
年
〇
月
か
ら
購

読
し
ま
す
。
』 

と
分
か
る
よ
う
、
日
本
被
団
協
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

   

購
読
料
は
年
間
２
、
０
０
０
円
（
送
料
共
） 

 

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会 

  

〒
１
０
５
・
０
０
１
５ 

東
京
都
港
区
芝
大
門
１
・
３
・
５ 

 
 
 
 
 
 

電
話
＝
０
３
・
３
４
３
８
・
１
８
９
７ 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
３
・
３
４
３
１
・
２
１
１
３ 

 
 

★ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
恐
怖
が

消
え
な
い
今
、
友
愛
会
の
活
動
は
今
も
控
え

目
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
加
え
て
友
愛
会
被
爆
者
役
員
と
し

て
現
役
で
活
動
で
き
る
者
は
大
幅
に
減
少

し
、
被
爆
二
世
や
、
志
を
同
じ
く
す
る
会
員

の
お
力
添
え
で
何
と
か
前
に
進
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
す
。
更
に
友
愛
会
会
員
の
被
爆
者

は
高
齢
で
、
止
む
無
く
脱
会
さ
れ
る
方
々
も

後
を
絶
た
な
い
こ
と
で
、
会
費
収
入
も
ま
ま

な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
て
ま
す
。 

★ 

や
が
て
は
こ
の
世
界
に
生
き
る
被
爆
者

が
世
界
か
ら
消
え
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

そ
の
後
は
、
被
爆
者
に
遠
慮
す
る
必
要
も
な

く
な
っ
た
と
核
兵
器
の
生
産
、
そ
し
て
超
小

型
核
兵
器
の
使
用
が
現
実
の
問
題
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
生
存
被
爆
者
が
目

を
光
ら
せ
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
禁
止
条
約

で
世
界
が
一
つ
と
な
り
、
安
心
し
て
三
途
の

川
を
渡
り
た
い
と
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

★ 

と
こ
ろ
で
、
浦
安
被
爆
者
つ
く
し
の
会

で
長
く
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
大
矢
さ

ん
の
こ
と
を
ご
息
女
大
矢
淳
子
さ
ん
が
被
爆

二
世
と
し
て
父
の
意
思
を
継
い
で
平
和
活
動

に
進
む
と
「
一
筆
啓
上
」
の
カ
ラ
ム
で
綴
っ

て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
被
爆
者
と
し
て
嬉
し

さ
を
頂
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
動
が
あ

る
紙
面
作
り
に
今
後
も
努
力
し
ま
す
。
Ｉ
Ｎ 

令
和
４
年
度 

指
定
医
療
機
関 

被
爆
者
健
診
日
程 

 

◆
ま
く
は
り
診
療
所
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

（電
話
＝
０
４
３
・２
７
６
・１
８
５
１
） 

 
 

１
１
月
６
日
（日
） 
一
般
健
診 

 
 

２
月
５
日
（日
）が
ん
検
診
、
一
般
健
診 

  

◆
二
和
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

（電
話
＝
０
４
７
・４
４
８
・７
１
１
８
） 

 
 

７
月
３
日
（日
） 

が
ん
検
診
・二
世
健
診 

 
 

１
０
月
２
日
（日
）一
般
健
診
・二
世
健
診 

 
 

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
予
定
が
変
更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度 保

健
所 

被
爆
者
健
診
日
程 

 

県
内
各
保
健
所
で
は
被
爆
者
一
般
健
診
実
施

に
つ
き
ま
し
て
は
現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

予
定
が
立
て
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。 

受
診
希

望
者
は
県
指
定
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
さ
れ
て

く
だ
さ
い
。 

友
愛
会 

会
費 

  

会
費
納
入
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

払
込
取
扱
票
が
お

入
り
用
の
方
は
友

愛
会
宛
て
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
送
付
先
ご

住
所
・
お
名
前
を

書
い
て
ご
連
絡
下

さ
い
。 

要
精
密
検
査
の
方
へ 

 

被
爆
者
健
診
の
結
果
「
要
精
密
検
査
」
と
判
定

さ
れ
た
方
は
、
健
康
保
持
、
管
理
の
観
点
で
も

精
密
検
査
を
受
診
し
て
下
さ
い
。 

 

被
爆
者
健
康
手
帳
又
は
第
一
種
健
康
診
断
受

診
者
証
の
提
示
者
は
、
健
康
診
断(

一
般
検
査)

受
診
の
結
果
、
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
項

目
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
公
費
負
担
に
よ
り
精
密

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
受
診
者
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。  

 
 

 
 

 
 

（
ま
き
の
木
参
照
） 


